
発表項目

pユビキタス社会を生きるために

n情報電子科３年 岡崎 誠司

p目指せスペシャリストについて

n情報電子科 谷口 和久

p質疑応答



ユビキタス社会を生きるために

～バーチャルとリアルの接点を求めて～

広島市立広島工業高等学校
情報電子科 岡 崎 誠 司



広島市立広島工業高等学校
広島市工は、大正１３年、地元

広島の工業技術者育成を目指し、
広島市工業専修学校として設立さ
れました。現在は、広島市南区の
黄金山麓に位置し、今年の１０月
で創立８２周年を迎える工業高校
です。

機 械 科
自 動 車 科
電 気 科
情 報 電 子 科
建 築 科
環 境 設 備 科



過去の取り組み

p クリスマスツリーやテレビなどの家電製品を操作す
る遠隔実験

p 温度・湿度・現在の使用電力の観測や照明の
ON/OFF、相撲ロボットなどの遠隔制御



全国産業フェア実験映像 （1:54m）



ITC推進フェア ２００６ in 東北 平成１８年６月２３日

遠隔相撲ロボット対戦
宮崎県 対 青森県 対 広島県



実験内容の検討
p 広島市工環境設備科が製作した広島のジオラマを利用

p 気象観測センサの利用

p 見て面白いもの

３つを組み合わせて
バーチャルとリアルを融合



実験概要



広島のジオラマ

広島市立大学
広島大学付属
福山中・高校

広島子ども
文化科学館

広島市立広島
工業高校



実験映像 （１分３３秒）



大学生

p 気象センサからのデータ取得プログラム

p ＩＰｖ６とＩＰｖ４プロトコル変換やパラレルポート制御
（MicroRAC）



高校生

p ラジコンバスの制御

p バス停のセンサ

p ジオラマ
広島市工環境化学科製作

情報電子科担
当



ラジコンバス

p 小型カメラを搭載
大陽工業（株）のラジカンを利用

ラジコン用ワイヤレスカメラは、㈱アールエフのRC-12



ラジコンの送信機

p ラジコンの送信機を改造
n MicroRACから出力されるパラレル信号をPICマイコンで制御



ＰＩＣマイコン
p PIC16F84（ワンチップマイコンの一種）を利用。１３個

の入出力ポートを持つIC

p C言語でプログラム



送信機制御回路

5v
は、ネットワークからの入力信号

は、プロポの前進，後進，左，右の
信号電圧

プロポのSWが押されたことにな
り、バスが動く



プログラム（フローチャート）

開始

終了

準備

永久ループ

永久ループ

入力信号

前・後・Ｎ

後進前進 ニュートラル

A

A

右・左・Ｎ

ハンドル左 ハンドル右 ニュートラル

前 後 Ｎ



センサ
p 光センサとシーケンサを利用



実験結果
p 実験成功
n なかなか面白い実験研究となった．

n 学校の行事の関係でビデオ発表となった．

p 問題点
n 車載カメラの映像が不鮮明

n 車載カメラの映像が途切れる



成果

p 工業高校で学ぶ、基礎技術と大学の先端技術がうま
く融合することが出来た。

高 校 大 学

ものづくり 先端技術
Live E!



今後の取組
p 教育

p 医療・福祉

p 移動体情報

p セキュリティ



感想

p 私はこの３年間で、最先端の情報科学を学ぶ事が出
来て、ますます情報に興味と可能性を感じました。これ
からは下級生に、IPｖ６の研究を繋げていきたいです。



目指せスペシャリスト

情報電子科 谷口 和久



目指せスペシャリストの経緯

p文部科学省では、平成15年度から、先端的
な技術等を取り入れた教育や伝統的な産業
に関する学習を重点的に行うなど、特色あ
る取組を行う専門高校等を「目指せスペシャ
リスト」として指定し、将来のスペシャリスト
の育成に係る教育の教育課程の改善に資
する研究開発を行っています。



指定校数

p平成18年度は、新
たに12校を指定す
ることになりました。

この結果、平成18
年度「目指せスペ
シャリスト」は、継続
指定24校とあわせ
て36校となります。

〈新規指定校数〉

1265合計数

00国 立

02私 立

1263公 立

指定
校数

応募
校数



研究開発課題及び研究開発の概要
p 研究開発課題

いつでも、どこでも、何でも、誰でもがネットワークに簡単につ
ながるユビキタス社会の実現を担う高度情報技術者を育成する
ための教育課程、教育内容及び指導方法についての研究開発

p 研究開発の概要
・ 校内に「ユビキタスハウス」を中心とする仮想のユビキタス社

会を実現し、次世代情報通信システムを軸とした情報端末とソフ
トウェアに関する先端技術や知識を習得させるための効果的指
導方法の研究開発

・ ユビキタス社会の実現によって提供可能となる「新たな情報」
の活用方法について、高校生の発想を生かした新製品・新シス
テム等の研究開発など



高度情報技術者の育成に向けた研究

情報家電デバイスの制御プロトコルと
IPv6ネットワークのゲートウェイの開発

ロボットや情報家電などのIPv6情報端末
の遠隔制御環境の実現

センサー機能を含む遠隔情報取得環境の
実現



連携による取り組み

次世代ＩＴを活用
学校インターネット

通信・放送機構

平成１３
～１５年度

高大連携
プロジェクト

平成15
～17年度

目指せ
スペシャリスト

開始

平成１８
～２０年度



「工業系高等学校におけるIPv6を用いたユビキタス社会実験研究」
平成16年度 情報通信研究機構 情報家電のIPv6化委託研究開発事業

１０月３０日（土） １回目１１：００～ ２回目１４：００～

IPｖ６ネットワーク
IPｖ６ネットワーク

温湿度
センサー

照度
センサー

人感
センサー

IPv6と家電
制御ネット

ワークの変換

リモコン
カメラ

家電等制御
ネットワーク
(LonWorks)広島市立

広島工業高校

広島大学附属
福山中・高校 会場の映像を

みながらロボッ
ト操作

家電等
制御画面

カメラ制御
ブラウザ画面

MPEG4
CODEC広島市工や

福山の映像

広島市工の照明等
の制御や情報収集

広島市工の
カメラ制御

全国産業教育フェア会場（県立体育館）

ロボット対戦用
コントローラ

福山からの
ロボット制御

会場で
の制御

MPEG4
CODEC

MPEG4
CODEC



広島市立広島工業高等学校

高度情報技術者の育成に向けた研究
連携機関連携学校

・機器制御プロト
コルとのゲート
ウェイ

・IPv4と家電制御
プロトコル変換装
置

ＩＰ 家電
制御プロトコル

変換装置

家電制御デバイス

移動体通信プロトコル
による制御

・ロボット制御
・マイコン制御（ＰＩＣ）

・Linux (OSS)

・ビル管理プロトコ
ル（LonWorks）

・照明
・空調
・環境情報
・セキュリティ

大学連携

情報活用型「ものづくり」
の実践

組み込みコンピ
ュータの開発

家電制御プロトコル
の研究

家電との接続と
情報収集システム開発

産業界連携

ＩＰｖ６
Network

ＴＶ会議システム



情報家電デバイスの制御プロトコルと
IPv6ネットワークのゲートウェイの開発

p工業技術基礎 １年次（３単位の一部）
p実習 ２年次（３単位）

３年次（３単位）
※ Linuxによる組込コンピュータの

取り組み



ロボットや情報家電などのIPv6情報端
末の遠隔制御環境の実現

pマルチメディア応用 ２年次（２単位）

p実習 ３年次（２単位）
※ネットワーク、テレビ会議システム、移動体

通信



センサー機能を含む遠隔情報取得
環境の実現

p電子計測制御 ２・３年次（計４単位）
※マイコンによる制御

※LonWorksによるネットワーク制御



産業財産権教育
p学校設定科目
「産業財産権」１年次（１単位）
※産業財産権 標準テキスト（特許編）

研究活動の中で生まれるアイデアを特

許として把握

し権利化する

能力の育成

平成１３・１４年度 工業所有権教育実験協力校（特許庁 社団法人発明協会）



技術者に必要な基礎的英語力
p工業技術英語 １・２年次（計２単位）
※情報技術に関する英語文献を読解する能力

※英語によるプレゼンテーション能力の育成



教材開発

p課題研究 ３年次（３単位）

p ４号棟３階
試験・計測実習室

仮想のユビキタスハウス
・具体的な体験
・アイデアの表現



情報活用型「ものづくりスペシャリスト」

高校生による
「ユビキタス製品」

の製作

ユビキタス ハウス

家電機器
移動体情報

セキュリティ
医療・福祉



情報電子科を中心に全校への取り組み

p機 械 科 →アイデアロボットの遠隔操作

p自 動 車 科 →自動車による移動体通信の研究

p電 気 科 →電力線搬送の研究
p建 築 科 →未来型実験・実習室の設計

p環境設備科 →遠隔情報取得環境の研究

pＥＳＳクラブ →テレビ会議システムによる国際交流

課題研究・クラブ活動での取り組みを計画中



質疑応答



p ご静聴ありがとうございました


